
第3回桑名市新病院支援委員会 次第

日時 平成2 4 年 6 月 1 2 日 (火)
1 9 : 0 0 ~

場所 〈わなメデ行ライヴ健康教育室

1 開会

2 議事

新病院基本構想 ･基本計画 (案) について

3 閉会



資料1

医療従事者にとつて魅力ある環境の整備(働きやすき･教育環境･勤務環境)

桑名市総合医療センターにおける意見

①ハード面
･働くものが動きやすい動線
･学生及び研修医のスタッフルームの充実
･病院内保育所の整備

②ソフト面

研修医 ･研修医が集まってくるような特徴を持つ

医療従事者

･医療従事者の技術を習得できる研修の場(研修を受けるための補助･支援)
･チーム医療の実現
･臨床研修プログラムの充実や指導体制の強化
･医療従事者間の連携と他科との相談体制

制度など
･専門的な人材育成制度の整備(給与･休暇等の福利厚生も同時に整備が必要)
･人事評価制度･給与制度の整備及び評価者研修の充実(面接を重視したフィードバック体制の整備)
･看護師の離職を防ぐための改革

その他 ･大学医局との連携強化及び学閥のない職場



資料2

病院施設･医療機器･附属施設について

桑名市総合医療センターにおける意見 支援委員会における意見

① 病床数 ･急性期の一般病床4 0 0床程度。
※三重県地域医療再生計
画

②

S C U (脳卒中ケアエット)

C C U (冠疾患集中治療室)

IC U /H C U

N IC U (新生児集中治療室)

.具体的な病床数は検討中。

･ S C U の確保

･ C C U はlC U等と集約し
たほうが何かと便利。
U " ネ + -〆□ア門口台木U

･ N IC U は3 床

③ 救急体制 ･E R型とし、 経過観察用の病床を整備する。
･具体的な病床数は検討中。

･ E R 型

④ 病棟(看護単位) ･ 8 ~ 1 0 病棟。ず病棟5 0 床、 IC U などを除いて4 0 床程度。

⑤ 有料個室 ･4 床室及び個室の構成とする。

⑥ 手術室
･ 8 室程度 (クリーンルームを貪) を整備する。
･外来の処置室を整備する。

⑦ 透析室 ･継続するが具体的な病床数は検討中。



⑧ 化学療法室 ･整備する。

外来化学療法の規模につ
いては、 あまり外来化学
療法だけやっているとマ
イナスになる可能性があ
る (参考 汝落人科の化学
療法は入院の方が点数が
高い)

◎
一般撮影室 ･X線T V室 ･
C T ･ M R I･アンギオ室 ･歯列
撮影室 ･乳房撮影室

･一般撮影室は3室を整備する。
･X線T V 室は3室整備する。
･ C T、 M R L アンギオ室は、 2台もしくは3合。
･歯列撮影室と乳房撮影室については、 専用室を作らなくていい場合がある。
(外来設置)

⑩ P E T ･ ･導入について検討中。
P ET を持つのであればが
ん検診の充実を図るべき

⑪ 放射線治療室(放射線治療装置) ･具体的な治療装置について検討中。

⑫ リハビリ ･急性期リハを中心にリハビリを充実させる ･心臓リハ、 呼吸器リハ
は必要

⑩ 人間ドック ･健診
･センターを作って大々的にやることはないが、 そのときの機器と人員でできる
範囲で実施する。
･日帰りドックを中心に行う。

･大々的な検診センター
を作る必要はないが、手
持ちの装置を使って画像
診断を中心とした検診を
行っていくのが一つの方
向性
･一般的な検診 ･ ドック
というのは、 急性期を担
うと新病院の方向性には
そぐわないと思う。

⑭ 医療情報システム ･現在、 医療情報部門を中心に、 統合方法や費用について検討中。



⑮ 院内託児所 ･新病院内もしくは隣接地で設置する。

⑯ 食堂 ･職員のアメニティとしては、 必要である。

⑰ 医師宿舎、 看護師宿舎の整備 ･新病院外で必要数を確保する。

⑩ 患者用駐車場、 職員駐車場の整備
･患者及び職員用の駐車場整備する。

⑲ 職員休憩室等 ･基本設計段階で検討する。

⑳ ヘリポート ･機能面、 コスト面などから考え必要ない。


